
20 － 26
25 － 20
16 － 23
19 － 23

－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ

◎ 4 6 0 3 0 0 ◎ 4 46 9 9 1 4

○ 5 21 1 5 8 4 ○ 5 6 0 2 2 2

○ 6 24 3 7 1 3 ○ 6 21 0 9 3 4

○ 7 15 2 3 3 4 7 2 0 1 0 0

○ 8 6 0 1 4 2 8 0 0 0 0 0

○ 9 8 0 3 2 1 9 3 1 0 0 1

10 0 0 0 0 0 ○ 10 2 0 1 0 3

11 0 0 0 0 0 11 2 0 1 0 3

12 0 0 0 0 0 ○ 12 6 0 3 0 4

13 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 1

14 0 0 0 0 0 14 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 0 15 4 0 2 0 4

16 16

17 17

18 18

80 6 22 18 92 10 28 6

○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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E3 13 :20 男子２回戦

安城学園 80 92

　センター＃５加納中心にスピードある安城学園と、＃６春本と＃12新田ら高さを誇る春日部との一戦はシュート力の勝る春日部が、12点差で
勝利を収めた。第１Ｐ、立ち上がりのディフェンスは、春日部ハーフコートマンツーマンに対し、安城学園はオールコート２－２－１ゾーンから２
－１－２ゾーンで対抗する。序盤、春日部は＃４金子の３Ｐを含む3連続シュートで得点を重ねていく。それに対して安城学園は、激しいディ
フェンスからの速い展開で、＃６伊藤の３Ｐや＃４佐藤のリバウンドシュートの得点などで必死に追い上げるものの、26対20で春日部のリードで
終了。第２Ｐ、安城学園は、オールコート２－２－１から激しくプレッシャーをかけ、ねばり強いディフェンスをして、＃５加納の３Ｐや＃９亀鷹のリ
ング下の得点などで、30対30の同点に追いつく。一方春日部は、同点に追いつかれても慌てることなく＃９進藤、＃４金子、＃６春本らの
シュートで得点を重ねていく。その後一進一退の攻防を繰り返し両チーム互角の勝負となり、46対45の春日部リードで終了。
第３Ｐ、春日部の＃４金子が立ち上がり、３Ｐ二本を含む連続10得点を重ね、安城学園を引き離しにかかる。一方安城学園は激しいディフェン
スで必死に粘るがシュートミスやバイオレーションが目立ち、なかなか得点にならない。結局69対61の春日部リードで終了。第４Ｐ、安城学園は
ディフェンスから激しく当たり点差を縮めたいところだが、春日部の＃５橋本の落ち着いたパスワークでなかなか点差が縮まらない。しかし、春
日部は＃５橋本が足を痛めメンバー交代をした後、安城学園のディフェンスに苦しめられ、ミスが続き78対72と６点差まで追いつめられる。し

かし、大事な時での春日部＃４金子の得点で92対80で春日部が勝利を収めた。

0
10
20
30
40
50
60
70
80
90

100

0 5 10 15 20 25 30 35 40

経過時間

得
点

安城学園
県立春日部

安城ＴＯ14:25

安城ＴＯ22:31 安城ＴＯ35:52

安城ＴＯ32:43春日部ＴＯ8:25

春日部ＴＯ17:53

春日部ＴＯ34:09


